
儰儰儰儰儰儰儰儰儰儰儰儰儰儰儰儰儰儰儰儰儰儰儰儰儰儰儰儰儰儰儰儰儰儰儰儰儰儰儰儰儰儰儰儰儰儰儰儰儰儰儰儰儰儰儰儰儰儰儰儰儰儰儰儰儰儰儰儰儰儰儰儰儰儰儰儰儰儰儰儰儰儰儰儰儰儰儰儰儰儰儰儰儰儰儰

ー
な
）
で
も
販
売
し
て
い
る
。

原
材
料
の
生
産
か
ら
加
工
・
販

売
ま
で
、
夫
婦
で
力
を
あ
わ
せ
て

「
故
郷
の
キ
ム
チ
」
の
味
を
再
現

し
、
消
費
者
の
食
卓
ま
で
届
け
る

の
が
目
標
だ
。

「
コ
ロ
ナ
禍
が
収
束
し
た
ら
帰

省
し
、
母
や
伯
母
に
お
い
し
い
作

り
方
を
教
え
て
も
ら
い
ま
す
。
故

郷
の
漬
け
方
を
習
得
し
、
丹
後
で

最
高
の
キ
ム
チ
を
作
り
た
い
」
と

笑
顔
で
語
っ
た
。

直
営
カ
フ
ェ
の
キ
ッ
チ
ン
で
調
理

を
担
当
し
て
い
る
（
現
在
、
育
児

休
業
中
）
。

イ
さ
ん
は
韓
国
チ
ェ
ジ
ュ
島
出

身
で
実
家
は
ミ
カ
ン
農
家
。
学
生

時
代
に
中
国
留
学
で
京
都
市
出
身

の
湊
さ
ん
と
出
会
い
、
２
０
１
０

年
に
結
婚
し
た
。
オ
ー
ス
ト
ラ
リ

ア
で
５
年
間
暮
ら
し
た
後
、
京
丹

後
市
に
移
住
。
長
女
世
奈
ち
ゃ
ん

（
３
）
、
次
女
理
奈
ち
ゃ
ん(

０)

が
生
ま
れ
、
家
族
４
人
で
暮
ら
し

て
い
る
。

大
輔
さ
ん
は
、
農
業
法

人
で
週
４
日
働
き
、
週
３

日
は
畑
25
㌃
を
借
り
て
自

身
で
農
業
を
営
む
。
白

菜
、
ト
ウ
ガ
ラ
シ
、
ネ
ギ

な
ど
「
キ
ム
チ
に
使
う
野

菜
」
を
主
に
栽
培
し
、
収

穫
し
た
野
菜
は
市
内
の
農

産
物
直
売
所
（
き
ち
ゃ
り

３
年
前
、
京
丹
後
市
弥
栄
町
に

移
住
し
、
近
所
の
農
業
法
人
に
就

職
し
た
イ
・
ホ
ソ
ン
さ
ん
（
39
）

と
湊
大
輔
さ
ん
（
39
）
夫
妻
。
湊

さ
ん
は
会
社
の
農
場
で
オ
ー
ガ
ニ

ッ
ク
野
菜
を
生
産
し
、
イ
さ
ん
は

まさに

虎の子

る
」
と
判
断
し
た
ク
ラ
イ
ン
さ
ん
。

長
年
ポ
ポ
ー
を
研
究
す
る
ケ
ン
タ
ッ

キ
ー
州
立
大
学
に
教
え
を
請
い
、
北

米
各
地
の
ブ
リ
ー
ダ
ー
（
育
種
業

者
）
か
ら
輸
入
し
た
優
良
品
種
の
穂

木
を
接
ぎ
木
し
て
、
大
切
に
育
て
て

き
た
。

優
良
種
の
果
実
は
、
果
皮
の
外
観

が
美
し
く
、
味
も
香
り
も
抜
群
。
昨

秋
の
収
穫
時
期
に
は
、
町
内
の
道
の

駅
（
味
夢
の
里
、
さ
ら
び
き
）
で
約

６
５
０
パ
ッ
ク
を
販
売
し
、
「
森
の

カ
ス
タ
ー
ド
ク
リ
ー
ム
」
と
称
さ
れ

る
〝
濃
厚
な
食
感
〟
を
楽
し
め
る
と

評
判
に
な
っ
た
。一

昨
年
に
も
農
地
20

㌃
を
取
得
し
て
栽
培
面

積
を
拡
大
し
、
町
の
特

産
物
に
育
て
る
夢
を
描

く
。
「
ポ
ポ
ー
は
病
害

虫
に
強
い
の
で
無
農
薬

で
栽
培
で
き
る
。
果
皮

が
厚
く
て
き
れ
い
な
優

良
種
も
あ
り
、
そ
れ
ら

は
ネ
ッ
ト
販
売
に
も
向

い
て
い
る
」
と
ク
ラ
イ

ン
さ
ん
。
「
今
年
は
、

ポ
ポ
ー
ガ
ー
デ
ン
ズ
の

ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
を
作

り
、
ネ
ッ
ト
販
売
を
始

め
た
い
」
と
抱
負
を
語

っ
た
。

京
丹
波
町
で
農
地

を
購
入
し
、
北
米
原

産
の
ポ
ポ
ー
（
約
４

０
０
本
）
を
栽
培
す

る
パ
ト
リ
ッ
ク
・
ク

ラ
イ
ン
さ
ん
（
63
）

と
祥
子
さ
ん
夫
妻
。

綾
部
市
で
英
会
話
教

室
を
営
む
ク
ラ
イ
ン

夫
妻
は
、
教
室
の
生
徒
か
ら
プ
レ
ゼ

ン
ト
さ
れ
た
ポ
ポ
ー
の
味
に
魅
せ
ら

れ
、
11
年
前
に
栽
培
を
開
始
し
た
。

ポ
ポ
ー
の
栽
培
が
盛
ん
な
米
国
ケ

ン
タ
ッ
キ
ー
州
と
気
候
が
似
て
い
る

た
め
、
「
京
丹
波
町
で
も
栽
培
で
き

で
３
年
間
の
雇
用
研
修
を
経
て
２

年
前
に
独
立
。
現
在
は
、
町
内
で

約
２
㌶
の
農
地
を
借
り
て
、
化
学

肥
料
や
農
薬
を
使
用
せ
ず
に
茶
と

米
を
栽
培
し
、
商
品
（
煎
茶
、
ほ

う
じ
茶
、
玄
米
茶
な
ど
）
の
価
値

を
認
め
て
く
れ
る
取
引
先
に
直
接

販
売
し
て
い
る
。

昨
年
は
Ｅ
Ｕ
諸
国
へ
の
販
路
開

拓
に
も
成
功
。
11
月
の
欧
州
商
談

会
に
は
後
藤
さ
ん
が
海
外
出
張

し
、
ド
イ
ツ
・
フ
ラ
ン
ス
へ
の
輸

出
拡
大
に
つ
な
が
る
新
た
な
商
談

が
成
約
し
た
。

「
地
球
環
境
と
調
和
し
た
循
環

型
農
業
を
実
践
し
、
お
茶
を
通
じ

て
人
々
の
健
康
を
サ
ポ
ー
ト
し
な

が
ら
、
和
束
の
茶
園
を
次
世
代
に

継
承
し
て
い
き
た
い
」
と
今
後
の

抱
負
を
力
強
く
語
っ
て
い
る
。

５
年
前
に
タ
イ
か
ら
和
束
町
に

移
住
し
た
ト
ー
ン
チ
ム
・
パ
ト
ム

タ
ッ
ト
さ
ん
（
39
）
と
後
藤
な
つ

き
さ
ん
（
37
）
夫
妻
＝
写
真
。
タ

イ
の
子
ど
も
た
ち
を
支
援
す
る
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
通
じ
て
知
り

合
っ
た
後
藤
さ
ん
と
10
年
前
に
結

婚
し
、
２
人
の
子
ど
も
が
誕
生
し

た
。妻

の
帰
省
に
同
行
し
、
和
束
町

の
知
人
（
新
規
就
農
者
）
を
訪
ね

た
際
、
茶
畑
の
景
観
と
茶
農
家
の

暮
ら
し
に
魅
了
さ
れ
、
「
和
束
に

移
住
し
て
茶
農
家
に
な
り
た
い
」

と
決
心
し
た
。

移
住
後
、
和
束
町
内
の
茶
農
家

動
に
も
伴
走
し
て
ま
い
り
ま
し

た
。
こ
の
事
業
は
、
１
人
の
強

力
な
リ
ー
ダ
ー
が
い
れ
ば
で
き

る
取
り
組
み
で
は
な
く
、
地
域

を
支
え
る
複
数
の
リ
ー
ダ
ー
、

将
来
リ
ー
ダ
ー
と
な
り
得
る
人

材
、
営
農
に
携
わ
る
担
い
手
、

地
域
住
民
の
皆
さ
ん
が
、
地
域

の
将
来
あ
る
べ
き
姿
を
共
有

し
、
そ
の
実
現
に
必
要
な
集
落

連
携
組
織
づ
く
り
を
進
め
る
な

ど
、
根
気
強
い
取
り
組
み
が
必

要
で
す
。
新
年
の
幕
開
け
と
と

も
に
、
農
業
会
議
は
、
課
題
解

決
に
向
け
た
合
意
形
成
と
調
整

を
担
う
集
落
連
携
組
織
の
一
般

社
団
法
人
化
、
担
い
手
の
確

保
、
高
収
益
作
物
の
産
地
化
、

高
齢
者
の
農
業
参
画
、
山
す
そ

農
地
の
利
用
な
ど
を
、
全
力
で

推
進
す
る
こ
と
と
し
て
お
り
ま

す
。加

え
て
、
７
０
０
人
の
委
員

お
一
人
お
一
人
の
農
地
利
用
最

適
化
推
進
活
動
を
支
え
て
ま
い

り
ま
す
の
で
、
皆
さ
ま
の
一
層

の
ご
理
解
を
お
願
い
い
た
し
ま

す
。読

者
の
皆
さ
ま
に
と
っ
て
、

本
年
が
良
い
年
に
な
り
ま
す
こ

と
を
祈
念
し
、
新
年
の
ご
あ
い

さ
つ
と
い
た
し
ま
す
。

手
、
行
政
が
協
働
し
て
、
農
家

ア
ン
ケ
ー
ト
や
農
地
利
用
地
図

づ
く
り
を
行

い
、
「
京
力
農

場
プ
ラ
ン
」
の

実
質
化
に
取
り

組
む
地
域
が
増

え
て
ま
い
り
ま

し
た
。
こ
の
こ

と
は
、
私
ど
も

農
業
会
議
の
最

重
点
課
題
に
ご

賛
同
い
た
だ

き
、
地
域
に
対

す
る
危
機
感
が

共
有
さ
れ
た
結

果
と
考
え
て
お

り
ま
す
。

さ
ら
に

昨

年
は

農
業
会

議
の
重
点
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
「
集

落
連
携
１
０
０

㌶
農
場
づ
く
り
」
に
つ
い
て
、

行
政
の
支
援
も
得
て
、
本
年
度

か
ら
の
実
施
地
域
の
ほ
か
、
今

後
実
施
を
希
望
す
る
地
域
の
活

新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と

う
ご
ざ
い
ま
す
。

こ
の
２
年
間
の
外
食
・
観
光

需
要
の
減
少
は
、
米
を
は
じ

め
、
特
産
物
で
あ
る
大
納
言
小

豆
や
京
野
菜
、
宇
治
茶
、
日
本

酒
、
牛
肉
な
ど
の
販
売
不
振
・

価
格
低
下
と
と
も
に
、
農
業
農

村
に
大
き
な
影
響
を
も
た
ら
し

ま
し
た
。
ま
た
、
新
型
コ
ロ
ナ

感
染
防
止
の
た
め
に
話
し
合
い

が
途
切
れ
た
地
域
も
あ
り
、
農

地
・
農
業
農
村
を
守
る
活
動
に

も
影
響
が
出
た
と
こ
ろ
で
す
。

こ
う
し
た
中
に
あ
っ
て
、
農

業
委
員
会
に
お
け
る
非
農
地
判

断
の
具
体
化
と
と
も
に
、
農
業

委
員
・
農
地
利
用
最
適
化
推
進

委
員
が
地
区
連
絡
会
議
を
構
成

し
、
地
域
リ
ー
ダ
ー
や
担
い

新
年
の
ご
あ
い
さ
つ

京
都
府
農
業
会
議
会
長

栗
山
正
隆


ニ
コ
ラ
米
（
ニ
コ
ラ
イ
ス
）

を
Ｐ
Ｒ
す
る
ニ
コ
ラ
さ
ん


民
宿
『
ふ
る
ま
家
』
を
家
族

で
営
む

フランス
➡ 福知山市

畑
で
子
ど
も
た
ち
と
過
ご
す
イ
・
ホ
ソ
ン

さ
ん
と
湊
大
輔
さ
ん イ･

ホ
ソ
ン
さ
ん

湊
大
輔
さ
ん

韓国
➡ 京丹後市

ジ
ャ
ッ
ク
フ
ァ
ー
ム(Jack

Farm)

ト
ー
ン
チ
ム･

パ
ト
ム
タ
ッ
ト
さ
ん

後
藤
な
つ
き
さ
ん

委員の最適化推進活動と

集落連携組織の取り組みに全力伴走
幻
の
フ
ル
ー
ツ

ポ
ポ
ー
の
栽
培
を
拡
大
！

ポ
ポ
ー
ガ
ー
デ
ン
ズ

パ
ト
リ
ッ
ク･

ク
ラ
イ
ン
さ
ん

祥
子
さ
ん

タイ
➡ 和束町

受
け
、
農
繁
期
に
は
耕
起
や
籾
す

り
作
業
に
大
活
躍
。
地
域
の
高
齢

者
か
ら
若
手
世
代
ま
で
、
頼
り
に

さ
れ
て
い
る
。

民
宿
の
隣
に
あ
る
40
㌃
の
田
で

作
る
米
は
、
今
年
初
め
て
稲
木
干

し
を
行
い
、
「
味
が
濃
く
て
お
い

し
い
」
と
宿
泊
客
に
人
気
で
、
ニ

コ
ラ
米
と
し
て
販
売
を
始
め
て
い

る
。ニ

コ
ラ
さ
ん
は
「
上
手
に
作
れ

る
自
信
が
つ
い
た
ら
、
面
積
を
50

㌃
に
増
や
し
た
い
。
野
菜
の
販
売

や
ニ
ワ
ト
リ
の
飼
育
も
や
っ
て
み

た
い
」
と
語
っ
た
。

ま
家
』
を
営
む
沢
田
さ
や
か
さ
ん

（
48
）
と
出
会
い
、
６
年
前
に
結

婚
し
た
。
野
菜
や
米
作
り
、
薪

ま

き

割

り
な
ど
、
田
舎
暮
ら
し
を
満
喫
し

な
が
ら
、
息
子
の
テ
オ
く
ん(

５)

の
子
育
て
も
楽
し
ん
で
い
る
。

「
几
帳
面
で
働
き
者
」
と
さ
や

か
さ
ん
が
太
鼓
判
を
押
す
ニ
コ
ラ

さ
ん
は
、
集
落
の
共
同
作
業
に
加

え
て
、
２
年
前
か
ら
地
元
農
業
法

人
（
農
か
わ
い
）
の
仕
事
も
引
き

「
農
業
大
好
き
！

お
手
伝
い

を
し
て
喜
ば
れ
る
と
う
れ
し
い
」

と
話
す
福
知
山
市
三
和
町
の
農
家

民
宿
『
ふ
る
ま
家
』
の
ペ
リ
エ
・

ニ
コ
ラ
さ
ん
（
39
）
。

南
フ
ラ
ン
ス
出
身
。
パ
リ
の
大

学
の
教
員
と
し
て
働
い
た
後
、
長

期
休
暇
を
取
り
、
31
歳
で
世
界
旅

行
へ
。
農
作
業
を
手
伝
い
食
事
と

宿
を
得
る
旅
人
（
ウ
ー
フ
ァ
ー
）

と
し
て
日
本
を
旅
行
中
、
『
ふ
る

農
家
民
宿
ふ
る
ま
家


ペ
リ
エ･

ニ
コ
ラ
さ
ん

沢
田
さ
や
か
さ
ん

…………（謝辞）…………

茶園森福(和束町)の森崎優

さんに元気な「虎の子」のイ

ラストを描いていただきまし

たありがとうございました

海外から移住し、次代の農

業農村の担い手として活躍す

る新規就農夫妻を訪ねて、今

年の抱負を聞きました。

丹後・中丹・南丹・山城の

農村地域に溶け込み、楽しく

農業を実践している皆さんを

紹介します。

お
茶
で
世
界
の
人
々
の
健
康

を
応
援
！

お
手
伝
い
で

集
落
全
員
が
友
だ
ち
に
！

白
菜
か
ら｢
故
郷
の
キ
ム
チ｣

に
挑
む

アメリカ
➡ 京丹波町

ポポーを収穫するパトリック＆祥子クラインさん

山城丹後

中丹

南丹


